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ABSTRAK 

 

Anissa Maharany. 2026. Konflik Batin Tokoh Ishida Shouya dalam Anime Koe no 

Katachi Karya Naoko Yamada (Kajian Psikologi Sastra). Skripsi. Program Studi 

Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini membahas konflik batin tokoh Ishida Shouya dalam anime Koe no 

Katachi karya Naoko Yamada. Penelitian ini bertujuan untuk mendeskripsikan 

penokohan Ishida Shouya, bentuk konflik batin berdasarkan teori konflik Saludin 

Muis, serta upaya penyelesaian konflik batin berdasarkan teori mekanisme 

pertahanan diri Sigmund Freud. Penelitian ini menggunakan metode deskriptif 

kualitatif dengan pendekatan psikologi sastra. Data penelitian berjumlah 40 data 

yang terdiri atas 8 data gambar, 7 data monolog, dan 25 data dialog yang 

dikumpulkan melalui teknik simak dan catat. Berdasarkan hasil penelitian 

ditemukan bahwa: (1) Penokohan Ishida Shouya mengalami perubahan dari sosok 

yang agresif dan sering melakukan bullying terhadap Nishimiya Shouko, menjadi 

pribadi yang dipenuhi rasa bersalah, kemudian berkembang menjadi pribadi yang 

asosial, rendah diri, dan bertanggung jawab; (2) Bentuk konflik batin yang dialami 

meliputi depresi, cemas, rasa takut, rasa tidak aman, rasa bersalah, perasaan tidak 

mampu, dan frustrasi, dengan rasa bersalah sebagai konflik yang paling dominan; 

dan (3) Upaya penyelesaian konflik batin dilakukan melalui mekanisme pertahanan 

diri berupa represi, sublimasi, proyeksi, dan penyangkalan, dengan sublimasi 

sebagai mekanisme yang paling dominan. 

 

Kata kunci: konflik batin, Ishida Shouya, Koe no Katachi, psikologi sastra, 

mekanisme pertahanan diri. 
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ABSTRACT 

 

Anissa Maharany. 2026. The Inner Conflict of Ishida Shouya in the Anime Koe no 

Katachi by Naoko Yamada (A Study of Literary Psychology). Undergraduate Thesis. 

Japanese Language Education Study Program. Faculty of Languages and Arts. State 

University of Jakarta. 

 

This study discusses the inner conflict of Ishida Shouya, a character in the anime 

Koe no Katachi directed by Naoko Yamada. This study aims to examine the 

characterization of Ishida Shouya, the forms of inner conflict based on Saludin Muis’ 

theory of conflict, and the efforts to resolve inner conflict based on Sigmund Freud’s 

theory of defense mechanisms. This study employs a qualitative descriptive method 

with a literary psychology approach. The research data consisted of 40 data points, 

comprising 8 visual data, 7 monologues, and 25 dialogues, which were collected 

through observation and note-taking techniques. Based on the results of the study, 

it was found that: (1) Ishida Shouya’s characterization develops from an aggressive 

individual who frequently bullied Nishimiya Shouko into a person overwhelmed by 

guilt, and eventually into an asocial, insecure, and responsible individual; (2) The 

forms of inner conflict experienced by Ishida Shouya include depression, anxiety, 

fear, insecurity, guilt, feelings of inadequacy, and frustration, with guilt being the 

most dominant form of internal conflict; and (3) Ishida Shouya resolves his inner 

conflicts through the defense mechanisms of repression, sublimation, projection, 

and denial, with sublimation being the most dominant defense mechanism. 

 

Keywords: inner conflict, Ishida Shouya, Koe no Katachi, literary psychology, 

self-defense mechanisms. 
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要旨 

アニサ・マハラニ。2026 年。山田尚子のアニメ『聲の形』における石田

将也の内的葛藤（文学心理学研究）。論文。日本語教育学科。言語芸術学

部。ジャカルタ国立大学。 

 

本研究は、山田尚子監督によるアニメ『聲の形』における石田将也の内的

葛藤について考察したものである。本研究の目的は、石田将也の人物造形、

Saludin Muis の葛藤理論に基づく内的葛藤の形態、ならびに Sigmund Freud 

の防衛機制理論に基づく内的葛藤の解決過程を明らかにすることである。

研究方法には、文学心理学のアプローチを用いた記述的質的研究法を採用

した。研究資料は、観察法および記録法によって収集した全 40 件のデー

タであり、その内訳は画像 8 件、モノローグ 7 件、対話 25 件である。研

究の結果、（1）石田将也の人物造形は、攻撃的で西宮硝子に対していじめ

を行う人物から、罪悪感がある人物へと変化し、その後、他者との関わり

を避ける、劣等感を感じる、責任感がある人物へと成長したことが明らか

となった。（2）内的葛藤の形態として、抑うつ、不安、恐怖、不安感、罪

悪感、無力感、欲求不満が確認され、その中でも罪悪感が最も支配的であ

った。（3）内的葛藤の解決には、抑圧、昇華、投影、否認という防衛機制

が用いられ、その中でも昇華が最も支配的な防衛機制であることが明らか

となった。 

 

キーワード：内的葛藤、石田将也、『聲の形』、文学心理学、防衛機制。 
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概要 

山田尚子のアニメ『聲の形』における石田将也の内的葛藤 

（文学心理学研究） 

 

ジャカルタ国立大学日本語教育学科 

アニサ・マハラニ 

annshy48@gmail.com 

 

A. 背景 

 文学作品は、人間の創造性の所産であり、作者の世界観、経験、な

らびに感情を反映するものである。文学作品において葛藤は、物語の

筋を構築するうえで重要な要素として位置づけられる。Stanton（2007）

によると、葛藤を外的葛藤と内的葛藤に分類し、外的葛藤は登場人物

と外的要因との対立、内的葛藤は登場人物の思考、感情、および精神

の中で生じる対立である。 

 文学心理学は、登場人物の心理状態を理解するための研究視座であ

り、とりわけ内的葛藤、人生経験、および行動に関わる諸問題の分析

に用いられる。Freud（Minderop, 2010）によると、人間の行動は人格

構造間の葛藤とその調整過程の結果として生じるものである。内的葛

藤や不安が生じた際、個人は心理的圧力を軽減し、不安から自己を保

護するために、無意識のうちに防衛機制を用いる。 

 心理的問題を取り上げた現代文学作品の一つとして、山田尚子監督

のアニメーション映画『聲の形』が挙げられる。本作品は、日本にお

ける社会現象の一つを反映するいじめを主題としている。物語は、聴

覚障害をもつ同級生・西宮硝子に対していじめを行った過去をもつ学

生、石田将也を中心に展開する。その行為が明るみに出た後、将也は

周囲から拒絶されるという社会的制裁を受ける。この経験により、彼

は罪悪感の影の中で成長し、やがて内的葛藤を抱えるようになる。 

 本作品における将也の経験は、罪悪感、社会的圧力、自己改善への

衝動といった現実生活における心理的問題を示している。将也が分析

対象として選定された理由は、彼が単にいじめの加害者として描かれ

るだけでなく、社会的拒絶を経験する個人としても描かれており、過

去の過ちおよび周囲からの否定的な扱いに起因する心理的圧力に直面
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しているためである。Muis（2017）によると、内的葛藤は抑うつ、不

安、恐怖、不安感、罪悪感、無力感、欲求不満などの形で現れる。ま

た、内的葛藤が適切に解決されない場合には、心理的障害を引き起こ

す可能性がある。 

 本研究は、石田将也が経験する内的葛藤の形態、およびそれらの葛

藤を克服するために用いられる防衛機制に焦点を当てる。防衛機制の

分析にあたっては、Sigmund Freudの理論を援用し、抑圧、昇華、投影、

合理化、および否認を対象とする。 

 

B. 問題提供 

以上に述べた背景に基づき、本研究では以下の問題を明らかにする。 

1. 「聲の形」のアニメにおける石田将也の人物造形はどのように描

かれているのか。 

2. 「聲の形」のアニメにおける石田将也が体験した内的葛藤の形態

はどのような形態で現れているのか。 

3. 「聲の形」のアニメにおける石田将也は内的葛藤を克服するため

にどのように解決するか。 

 

C. 研究の結果 

 次に、以下のデータ分析結果の表は、石田将也の人物造形、彼が経

験した内的葛藤の人物造形、および防衛機制を通じた内的葛藤の解決

に向けた取り組みを示している。 

 

表 1 石田将也の人物造形に関するデータ 

番号 人生段階 人物造形の特徴 

1 小学校時代 • 親しい友人がいる 

• 偽善的 

• 素行が悪い 

• 攻撃的 

2 中学校時代 • 友人がいない 

• 周囲に溶け込もうとする 

• 罪悪感がある 

3 高校時代 • 他者との関わりを避ける 

• 劣等感を感じる 

• 責任感がある 
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表 2 石田将也の内的葛藤の形態に関するデータ 

番号 内的葛藤の形態 データ量 

1 抑うつ 3 

2 不安 8 

3 恐怖 2 

4 不安感 3 

5 罪悪感 9 

6 無力感 2 

7 欲求不満 1 

 

表 3 石田将也の防衛機制に関するデータ 

番号 防衛機制の形態 データ量 

1 抑圧 1 

2 昇華 5 

3 投影 2 

4 否認 2 

 

D. 結論 

分析結果に基づき、以下の結論が得られた。 

1. 石田将也の人物造形 

 アニメ『聲の形』における石田将也は、敵対的な人物像から主

人公的な人物像へと変化する人物として描かれている。小学生時

代の将也は、親しい友人を持つ一方で、偽善的であり、素行が悪

く、攻撃的な性格を有する人物として描写されている。中学生に

なると、友人を失い、周囲に溶け込もうと努めるとともに、過去

の行為に対して罪悪感を抱くようになる。高校生時代には、他者

との関わりを避け、劣等感を抱く。一方で、過去の過ちを償おう

とする責任感を示す人物へと変化している。 

2. 石田将也の内的葛藤の形態 

 石田将也は、13 種類の内的葛藤のうち、抑うつ、不安、恐怖、

不安感、罪悪感、無力感、欲求不満の 7種類を経験している。この

7 種類の中で、最も支配的な内的葛藤は罪悪感であり、他の内面的

葛藤を引き起こす要因にもなっている。 この葛藤は、自分の過ち

を償い、西宮硝子との関係を修復したいという気持ちと、自分は

許しや幸せを得る資格がないと考え、自分自身を責め続けようと
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する気持ちとの対立から生じたものである。その結果、罪悪感は

社会的孤立や自己嫌悪につながり、自分には幸せになる資格がな

いという考えを強めていくのである。 

3. 石田将也の内的葛藤の解決 

 石田将也は、内的葛藤を解決するため、抑圧、昇華、投影、お

よび否認の 4種類の防衛機制を示している。その中でも、昇華が最

も支配的な防衛機制として用いられている。将也は、自身が抱え

る罪悪感や心理的な苦痛を、手話を学ぶこと、西宮硝子の筆談ノ

ートを返すこと、さらに硝子や友人たちとの関係を修復すること

など、社会的に受け入れられる積極的な行動へと転換している。

このことから、将也は内的葛藤を抑圧したり、否認したり、ある

いは他者に責任を転嫁したりするよりも、積極的な行動を通して

解決する傾向が強いことが明らかとなった。 

 

  


